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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━2016.01.11━━━━

こんにちは。
RCFメルマガ担当荻布です。

松の内も過ぎましたが、本年もどうぞよろしくお願い致します。

今年で震災から5年を迎えるにあたり、
代表藤沢のブログにて、
東北復興に向けての今後の課題を元旦の投稿にてまとめています。
よろしければご覧ください。
http://retz.seesaa.net/article/431977712.html

それでは、今月のメルマガをお送りします。
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1.《1/22(金):入場自由》復興支援セミナー
      「川内村スペシャル！"新生かわうち"を創ろう！」
2.《1/23(土):事前申込不要》双葉町復興支援員（ふたさぽ）を募集しています！
    ～1/23（土）福島県内の復興支援員＆地域おこし協力隊合同募集説明会、
　2/2（火）「WORK FOR 東北」説明会に登壇します！！～ 
3.《2/2(火):要事前申込》日本財団「WORK FOR 東北」説明会
　「復興、そして、その先へ〜いま東北で働くという選択〜」
4.「いわて三陸　復興のかけ橋」からのお知らせ
5.《他団体情報：岩手県大槌町》おおつち感謝祭を開催します！ 
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1.《1/22(金):入場自由》復興支援セミナー
       「川内村スペシャル！"新生かわうち"を創ろう！」
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1/22（金）、銀座三越9階で復興支援セミナー
「川内村スペシャル！"新生かわうち"を創ろう！」　が開催され、
弊団体シニアマネージャーの山本慎一郎が登壇します。

帰村宣言より間もなく４年。福島県川内村が「ふるさと」を取り戻すための
新たなステージの歩みを大いに語ります！　
復興の新しいステージと地方創生に関心のある皆さんの参加をお待ちしています。

□■日時
1月22日(金) 18:00-19:30

□■主催
フジテレビpresents「素敵なスマートライフ」
　（http://www.suteki-smartlife.jp/UserPage/Detail/200）

□■会場
銀座三越９Ｆイベントコーナー（地下鉄「銀座駅」直結）

□■費用
無料（入場自由）

□■こんな方におススメ
・福島県や川内村に行ったことがあるか、これから行ってみたい！人
・川内村って美味しそう！と思った人 (★蕎麦ビール{※}試飲可能！★)
・地方創生や復興の最先端に興味津々の人
・福島県や川内村って最近はどうなのかな？と思っている人　ほか

□■登壇者プロフィール
◎秋元絵理さん（川内村総務課）
→広島県出身。結婚後、川内村に転居し、2015年から川内村役場職員として
広報を担当。村広報誌を始め、ホームページやフェイスブックで情報発信を
行っている。当日は、秋元さんならではの目線で、沢山の村の魅力を紹介頂
きます！ 

◎市川聡さん（川内村産業振興課・参事）
→大阪府出身。1985年に日産自動車に入社し、主に研究開発部門のマネージャ
ーを務め、2015年8月より、福島復興のため川内村役場職員（任期付）として
論理的思考と豊富なアイデアをもとに活躍している。当日は、市川さんから見
た村づくりの方向性を語って頂きます。

◎渡辺正さん（川内村商工会／観光協会）
→川内村出身。帰村宣言後、川内村の特産品開発を主に担当しているのが、商
工会・観光協会を中心とする皆さんであり、中でも、川内村産の蕎麦を使用し
た２種類の蕎麦ビール【{※}発泡酒です】「ソバガルテン」「蕎（きょう）」は、
都内取扱店も生まれつつあり、ブームの予感（当日は試飲コーナー有ります！）。　
また、村内にオープンする新規商業施設の動きについても語って頂きます！

□■進行役
山本慎一郎（一般社団法人RCFシニアマネージャー）
→ 外務省（在タイ大使館）出向などを経て国土交通省を退職し、コミュニティ
デザイン事務所を経て、2013年より一般社団法人RCF復興支援チーム（現RCF）
に参画。主に福島県における行政への支援事業を担当しており、今年度は、
復興庁が「新しい東北」の取組の一環として開始した「自治体版ハンズオン支
援事業」で、福島県川内村を担当している。
奈良県明日香村政策監（地方創生担当）を兼務。

□■メッセージ
　爽やかな自然に恵まれた山あいの村である福島県川内村が、2011/3からの全
村避難を経て帰村を宣言してから、間もなく４年になります。「ふるさと」を
取り戻すため、そして未来を見据えて新しいむらづくりを行うため、復興も新
たなステージに進んできました。
　老若男女がファーストネームで呼び合う温かい村の歩みを、現地からゲスト
を迎え、大いに語って頂きます。

□■問い合わせ
「素敵なスマートライフ事務局」へ（電話：03-3408-8999 (10:00～18:00))。
※多数ご来場頂きました場合、立見となる可能性があるとのことです。
（席は先着順となります。予めご了承ください。）
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2.《1/23(土):事前申込不要》双葉町復興支援員（ふたさぽ）を募集しています！
      ～1/23（土）福島県内の復興支援員＆地域おこし協力隊合同募集説明会、
          2/2（火）「WORK FOR 東北」説明会に登壇します！！～ 
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福島県双葉町は原発事故により全町民が全国に分散し避難生活しています。
この状況は今後も長期化することが予想され、町民のコミュニティ維持・発展が
課題となっています。
そんな町民の皆さんのコミュニティ維持・発展のため、国内３拠点で町民の方と
ともに活動し、コミュニティ支援・広報支援を行っているのが、双葉町復興支援
員（通称ふたさぽ）です！

現在、この双葉町復興支援員の新しい仲間を募集しています！

□■マイナビ
募集要項や応募方法は以下リンク先よりご確認ください。
http://tenshoku.mynavi.jp/jobinfo-172108-4-2-1/

□■説明会
詳細を知りたい！という方はぜひ以下説明会にご参加ください。
★1/23（土）福島県内の復興支援員＆地域おこし協力隊合同募集説明会
http://fukushimafukkououentai.jp/wp-content/uploads/2015/12/20160123h.27-ffo-f_rdp-wanted_briefing.pdf

★2/2（火）「WORK FOR 東北」説明会
 　http://www.work-for-tohoku.org/event/20160202/

□■ブログ
ふたさぽの活動の様子や支援員の想いがつまったブログです。ぜひご覧ください。
https://futasapoblog.wordpress.com/


役場・関係機関・町民と一体となって施策を企画・実施できる方を求めています。
一緒に「ふたばのわ」を広げていきましょう！皆さまのご応募をお待ちしています。
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3.《2/2(火):要事前申込》日本財団「WORK FOR 東北」説明会
　「復興、そして、その先へ〜いま東北で働くという選択〜」
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今年度3回目となる「WORK FOR 東北」説明会が、
来月2月2日（火）に日本財団ビル（東京港区赤坂）にて開催されます。

今回の説明会のテーマは、
「復興、そして、その先へ〜いま東北で働くという選択〜」。

当日は、過去最大数の被災地受入れ団体が赤坂に集結。
団体の担当者が順番に現地の情報や募集要項のプレゼンテーションを行った後、
各ブースに移動して直接個別に相談ができるお時間をたっぷり設けています。
東北のリアルな「いま」をお伝えできると思います。

また、今回から一部プログラムを一新し、岩手県・宮城県・福島県の3県より、
現地で活躍している方々をお招きしたトークセッションをお送りします。

この3月で震災から6年目を迎えるいま、
「東北で働くという選択」について一緒に考えてみませんか。

□■日時
2月2日(火) 19:00〜21:00  (受付開始18:30)

□■会場
日本財団ビル 1階バウルーム (東京都港区赤坂1-2-2)
http://www.nippon-foundation.or.jp/about/access/

□■イベントの詳細および当日の出展団体情報、お申込みはこちらからどうぞ。
http://www.work-for-tohoku.org/event/20160202/
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4.「いわて三陸　復興のかけ橋」からのお知らせ
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「いわて三陸復興のかけ橋プロジェクト」（※）の復興支援ポータルサイト
 「いわて三陸　復興のかけ橋」では、三陸各地の復興に関する情報を発信
 しており、岩手沿岸の復興状況や、企業による復興支援・岩手をフィールド
 とした取組などを紹介しています。ぜひご覧ください。

□■Pick Up！
▽いわて銀河プラザ（東京都）で「三陸復興市場」を開催します（〜1/13）
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1104

▽地域ブランドで復興促進　夢と希望がつまった『北限のゆず』
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1103

▽【岩手発　ミライへの一歩⑥】岩手県内のNPOが東京に集結　
企業との連携に向けた交流会
http://iwate-fukkou.net/topics/detail.php?id=1098

▽椿を軸に資生堂が描くまちづくり支援（オルタナオンライン）
http://www.alterna.co.jp/16840


※産学官のネットワーク組織「いわて未来づくり機構」を母体とし、
 復興支援マッチングを推進するプロジェクト。
 このプロジェクトでは、県内外からの中長期的視野に立った効果的な復興
 支援活動を促進するため、今年度RCFが業務を受託し、産業・コミュニティ
 再生に寄与するマッチングや、県外の企業・団体等の今後のビジネス展開に
 つながる協働事業等の復興支援誘致活動を行っています。

◇◆━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
5. 《他団体情報：岩手県大槌町》おおつち感謝祭を開催します！ 
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岩手県大槌町（復興まちづくり大槌株式会社）からのお知らせです。

東日本大震災から5年を迎え、これまでボランティアなどの温かいご支援で、
多くの方々が大槌町へ足を運んでくださあったことに感謝し、これまでいただ
いた多くのご支援に、大槌町が「ありがとう」を伝えたいという思いから、
この度1/30（土）〜31（日）に「おおつち感謝祭」が開催されます。

既に継続的な交流関係を構築している方々はもちろん、初期のボランティアに
参加した後、なかなか大槌町へ再訪する機会がなかった方には、改めて大槌の
魅力に触れていただき、大槌町を好きになってもらいたいとの想いがこもった
イベントです。

当日は、花巻空港や新花巻駅、釜石駅や町内主要宿泊地域を経由するシャトル
スや臨時バスも運行します。

ぜひこの機会に、大槌町へ足を運んでみてはいかがでしょうか。

□■日程と概要
◎1月30日（土）
・ありがとうを伝えたい～おおつち感謝祭～
・おおつち交流会

◎1月31日（日）
・復興現場めぐり
・大槌町郷土芸能祭

□■会場
大槌町中央公民館及び大槌町城山公園体育館

 □■詳細URL
http://otsuchi.co.jp/thank.php
http://www.town.otsuchi.iwate.jp/docs/2015122800016/

 ★旅行会社によるお得なツアーもあるそうです。
http://www.jtb.co.jp/tabeat/List.asp?Tourno=99c15a76b57847b780585921

□■お申し込み方法
上記URLの専用の申込用紙に記載の上、FAXまたはメールで下記宛先まで
お申し込みください。
【送信先】
おおつち感謝祭実行委員会 行　(復興まちづくり大槌株式会社内）
FAX ：0193－55－6667 (24時間受付)
Eメール ：thanks@otsuchi.co.jp（24時間受付）

ーーーーー

今月のメルマガは以上です。
来月もよろしくお願いします！
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＜Vision：我々が目指す社会像＞
どんなひとも地域も、価値をつくりあう社会

＜Mission：RCFの役割＞
コーディネートする力を通して、変革の担い手と共に、
ひとをつくり、まちをつくり、産業をつくる

＜Value：そのための行動基準＞
価値にコミットする
チームをつくる
当事者として関わる
矛盾と不確実性に挑む
常に学び続ける
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